
 

 

 

 

 

 

 朝晩の冷え込みや、日暮れの早さなど、少しずつ秋も深まりつつあります。紅葉を見に行くという文化

は平安時代からと言われていますが、あちこちで紅葉も見頃になってきました。きれいな紅葉を見ると

癒されますよね。皆さんも家族や友達と紅葉を見に行ってみてはいかがでしょうか。 
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ほめるは人のためならず 
 「情けは人のためならず」とは人に対して情けを掛けておけば，巡り巡って自分に良い報いが返ってく

るという意味の言葉ですが、この「情け」は「ほめる」に変えても成立するのではないでしょうか。以前

読んだ「運命は口ぐせで決まる（佐藤富雄著）」という本の中で、「人と喧嘩した後に嫌な気持ちになるの

は、自分が発した相手を非難する言葉を自分自身が聞いて嫌な気持ちになるからだ。だから、発する言葉

には気をつけよう。」というような内容のことが書かれていました。逆に、「いい言葉は人生をあなたの望

む方向へと導き、いい結果をもたらします。」と。確かに、言葉というものは、聞く側は「聞く」という１

度の体験ですが、発する側は、何を言うか「考え」、考えた言葉を「口にする」、口にした言葉を「自分で

も聞く」という３度の体験をすることになります。ほめ言葉を聞いて嫌な気分になる人はいないと思いま

す。ほめ言葉は、「相手のためだけではなく自分のためになるのだ」と考えれば、もっと積極的にほめ言葉

を使おうと意識できるのではないでしょうか。 

ほめちぎる学校！！ 
 先日テレビを見ていたら、「ほめちぎる自動車教習所」についての放送がありました。脱輪したり、エン

ストしたりと、どんなに失敗しても、教習所の教官たちは、その失敗の中から良い点を見つけ出し、ほめ

言葉で返していました。「ほめちぎる教習」を始めてから、検定の合格率が８２％から９１％に上昇し、卒

業生の事故率は１．７６から０．３６へと減少したという結果も出ているそうです。「ほめる」の効果恐る

べしですね。 

 学校教育においても「ほめる」という行為が授業参加行動にどれだけの効果があるのかを検証した研究

がありますのでご紹介したいと思います。 

 自己記録手続きを用いた教師の言語賞賛の増加が児童の授業参加行動に及ぼす効果 

―担任教師によるクラスワイドな“褒めること”の効果―（庭山・松見２０１６） 

 この文献の中では、教師が子どもの適切な行動を賞賛するより、不適切な行動を注意・叱責するように

なりがちなのは、注意・叱責が不適切な行動の一時的な低減を即時にもたらすからだと考えられること。

それに対して、子どもの適切な行動を賞賛して伸ばしていく場合、適切な行動は徐々に増えていくため、

結果が即時的に得られにくいからだと書かれています。ちょっと、耳が痛い話です。 

 この研究では、教師の言語賞賛回数の増加にともない、児童の授業参加率も上昇したという結果が報告

されています。細かい手続きや方法に興味がある方は、この文献を読んでみてください。（インターネット

で検索できます。） 

 

上記の自動車教習でも文献の中でも、どの

ようなほめ方をし、どのようなほめ言葉を

使用しているのかを教員同士で共有しあ

ったそうです。一人では、ほめ言葉のレパ

ートリーにも限界がありますからね。 


